
　空き状況や申し込み方法などの詳細は市　またはお問い合わせください。 
【秘書広報課広報担当】 

広報紙、市HPの有料広告を募集
ホームページ

〈市ホームページ（スマートフォン対応）〉
月アクセス数 約7万4000件（トップページ）
トップページ下部バナー広告欄の他、右上
バナー広告欄にランダムに表示
1枠2万円（画像は縦70ピクセル×横140ピ
クセル、GIF形式で4キロバイト以内）

〈広報ちがさき〉
発行部数 約9万部　月2回発行　1枠5万円　（縦5.4cm×横12cm）

広報ちがさき 市ホームページ

広告掲載のお申し込み・お問い合わせは秘書広報課へ
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柄に思いを込めて
　茅ヶ崎オリジナルゆかた「The・ちがさき」は、2015年に茅ヶ崎ゆかた委員会（宮本弘美委員長）※
が15周年を記念して制作したゆかた地です。生地は白と紺の2色で、ツツジや赤とんぼ、シジュウカ
ラなどの茅ヶ崎を表す柄が散りばめられています。
　染めは、日本の伝統的な技法「本染め」。色合いや発色に職人による手作業ならではの独特の風合
いがあります。また、本染めは通気性が良く汗を吸収しやすいため、着心地が柔らかく、蒸し暑い夏

お仕立てで着心地抜群
　反物（生地）から選び、自分の体型に合わせてゆかたをあつらえる「お仕立て」。既製品
はサイズ展開が少なく全体的に大きめに作ってあるため、身幅が余ったりおはしょり（帯
の下に出る折り返しの部分）がだぶついたりすることがありますが、きちんと採寸をし
て仕立てたゆかたは体にぴったりと合い、着心地は抜群です。
　 「サイズが合っていると着付けが楽で着崩れもしにくいです。丁寧に柄を合わせて縫
製することで、おしゃれで着映えのする仕上がりになります」と話すのは創作呉服たか
ばやの小澤美和子さん。「自分用に仕立てたゆかたは、愛着を持って長く着ていただけ
ると思います。大切に着て、お嬢さん、お孫さんに譲るのもすてきですね」
　最近では手頃な価格のゆかたが多く販売されていますが、既製品のサイズが合わない
方、肌触りや色柄にこだわりのある方は、自分用に仕立ててみてはいかがでしょうか。

茅ヶ崎オリジナルゆかた取扱店舗
布・工房くまじ（共恵1丁目）☎（83）2121、創作呉服たかばや（東海
岸北2丁目）☎（82）2970、田村屋（新栄町）☎（82）7195、ファイ
ンド（東海岸北4丁目）☎（88）2493、丸岡屋（新栄町）☎（83）2112

価格　�一反　白地1万2000円（税抜）、紺地1万4000円（税抜） 
　　　※ �仕立て代別途。仕立てには約1～2週間かかります。甚平や

開襟シャツ、のれんなどを作ることもできます

問合　茅ヶ崎ゆかた委員会（茅ヶ崎商工会議所内）☎(58）1111

も快適に過ごせます。
　「もっと多くの方にゆかたを着て楽しんでもらいたい」という思
いから、オリジナルゆかたの制作を企画した宮本委員長。「市民
のみなさんに親しみを持ってもらえるように、『茅ヶ崎』をテーマ
に柄を公募し、たくさんの応募の中から8点を選びました。ゆか
たを通じて伝統文化を大切にする心や郷土への愛着を育んでもら
えたら」と思いを語ります。
　今回の撮影でゆかたを着た市職員は「落ち着きのある上品な色
のゆかたは風情があっていいですね。このまま遊びに行きたくな
りました」と笑顔で話しました。シンプルなゆかたは帯の色や結
び方、小物などで印象を変えることができるので、年代や性別を
問わず着られそうです。
※ �市内呉服店ら有志9人が結成。「ゆかた着付け教室」や「手ぬぐい・ふろ

しき包み方教室」を開催し、ゆかたやふろしきの普及活動を行っている

「手縫いはミシンよりも生地を傷めず、ゆとりがあります」（小澤さん）
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ゆかたを着て出かけよう
なんでも夜市
フリーマーケット、盆踊り・フォークダンス、野外映画など
時間　8月3日(土)16時～20時
場所　中央公園
ほか　ゆかた委員会による着付けサービスあり（ゆかた一式を持参）
サザンビーチちがさき花火大会
時間　8月10日(土)19時30分～20時20分
場所　サザンビーチちがさき

※ 国登録有形文化財の藤間家住宅主屋は、金・土曜日に外観のみ公開しています【文化資料館☎（85）1733】


